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「科学技術に関する基本政策について」（構成） 

 

Ⅰ．基本理念 

１．ダイナミックな世界の変化と日本の危機 

２．国家戦略における基本計画の位置付け 

３．第４期基本計画の理念 ～第３期基本計画の実績と

課題を踏まえて～ 

 

Ⅱ．国家戦略の柱としての２大イノベーションの推進 

１．基本方針 
 
 
 
 
２．グリーン・イノベーションで環境先進国を目指す 
３．ライフ・イノベーションで健康大国を目指す 
４．イノベーションの創出を促す新たな仕組み 
 

 
 
 
Ⅲ．国家を支え新たな強みを生む研究開発の推進 

１．基本方針 
２．豊かな国民生活の基盤を支える 

３．産業の基盤を支える 

４．国家の基盤を支える 

５．課題解決型研究開発の共通基盤を支える 

 

・ ダイナミックな世界の変化と日本の危機を踏まえ、第３期までの基本計画の

実績と課題を踏まえつつ、2020 年に目指すべき国・社会のすがたを実現する

ため、科学・技術・イノベーション政策を一体的に推進していく。 

 

 
 
・ 危機をチャンスに転換して新たな成長に結びつけ、豊かな国民生活を実現し

ていくため、我が国が直面する喫緊の重要課題解決に向けたイノベーション

創出を推進する。特に喫緊で重要な地球規模気候変動と少子高齢化に対応す

るグリーン・イノベーションとライフ・イノベーションを、２大イノベーシ

ョンとして推進する。 

・ グリーン・ライフの２大イノベーションについて、目指すもの、主要な課題

と方策、推進を支える政策を明確にする。 

・ ２大イノベーションをはじめ、幅広い領域で課題解決型イノベーションが沸

き起こるようにしていくため、「イノベーション戦略協議会」の設置、オープ

ン・イノベーション拠点の形成、ベンチャー創業に関する基盤整備、「ポジテ

ィブ規制」の活用をはじめとする新たなシステム構築を推進する。 

 

 

・ 国民生活から産業、国家の存立に関する幅広い課題に応えていくため、我が

国が取り組む大きな課題を設定し、解決・実現する戦略に基づき、課題解決

型の研究開発を推進する。 
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Ⅳ．我が国の科学・技術基礎体力の抜本的強化 

１．基本方針 
 

 

２．基礎研究の抜本的強化 

 

３．科学・技術を担う人財の強化 

 

４．国際水準の研究環境の形成 

 

５．世界の活力と一体化する国際展開 

 

 
 
Ⅴ．これからの新たな政策の展開 

１．基本方針 

２．科学・技術システムの改革 

３．国民とともに創り進める科学・技術政策 

４．研究開発投資の強化 
 

 
 
・ 我が国が新しい「知」の資産を創出していく基礎体力を強化するため、基礎

研究の抜本的強化、科学・技術を担う人財の強化、国際水準の研究環境の形

成、世界の活力と一体化する国際展開を図る。 

・ 基礎研究の抜本的強化のため、独創性・多様性に立脚した基礎研究の強化と

世界トップレベルの基礎研究の強化を図る。 
・ 科学・技術を担う人財の強化のため、多様な人財の育成と活躍の促進、女性

研究者を含む人財の独創性と資質の発揮、次代を担う人財の育成を進める。 

・ 国際水準の研究環境の形成のため、施設・設備の整備・共用、知的基盤、研

究情報基盤の整備を進める。 

・ 世界の活力と一体化する国際展開のため、「東アジア・サイエンス＆イノベー

ション・エリア構想」の実現、日本の強みを活かす国際展開、先端科学・技

術に関する国際協力や開発途上国との国際協力の推進を図る。 

 
 
・ 国家を支え新たな強みを生む研究開発の推進と科学・技術基礎体力の強化の

ため、これらを担う大学・研究開発機関の強化や研究資金の改革を含む科学・

技術システムの改革を進める。また、国民の理解を得、期待に応える科学・

技術の実現に向けた取組を進めつつ、基本計画実現のための投資目標を明確

にする。 
 

 

 


